
 

 

ビジョ ンの推進（ 評価） について  
 
枚方市上下水道局では、 令和４ 年３ 月に策定し た「 枚方市水道ビジョ ン 2 0 2 2 」 及び「 枚方市下

水道ビジョ ン 2 0 2 2 」 等に基づく 各施策の進捗管理等を目的に評価を実施し ています。  

 

１ . 内部評価について  

（ １ ） 経営評価（ 経年比較・ 類似団体と の比較評価）  
総務省の「 経営比較分析表」 を用いた評価と し ます。  

       

 
 

 

（ ２ ） 施策評価（ ビジョ ン 2 0 2 2 に基づく 各施策を評価）  
「 ビジョ ン 2 0 2 2 」 に掲げる基本方向や取り 組みの方向性に対する指標の進捗と 、 具体

的取組の各年度の達成状況を確認するこ と により 評価し ます。  
 

２ . 外部評価について  
上下水道局で行っ た内部評価に対する外部評価は、 上下水道事業経営審議会の担任事務で

ある「 上下水道事業の経営及び事業の経営及び事業の評価に関する事項」 に基づき 、 上下水

道事業経営審議会で行う も のです。  
なお、 今回の報告は速報版であり 、 令和４ 年度決算確定後の第２ 回審議会で、 経営比較分

析表等による経営評価と 施策評価（ 確定版） の報告により 、 外部評価を行います。  
 

３ . 評価のし く み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料１ 

「 経営比較分析表」： 総務省の公営企業の見える 化を 推進する 取り 組みと し て、 平成 2 6
年度決算から 策定、 公表する こ と と なっ た分析表。 公営企業の経営及び施設の状況を 表す

主要な経営指標と その分析で構成。  

R4 
(2022) 

R5 
(2023) 

R6 
(2024) 

R10 
(2028) 

R11 
(2029) 

R9 
(2027
) 

目標設定 

事業推進 

(年度) 

外部評価 

：施策評価 …「ビジョン 2022」や下位計画等に基づく各施策を評価 

：経営評価 … 経営指標等により経年比較・類似団体との比較 

内部評価 

 

ビジョン 2022 

  ・水道施設整備基本計画(短期整備計画)、下水道整備基本計画 
・水道事業経営戦略、下水道事業経営戦略 

整備計画・経営戦略の 
達成度評価 
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【 施策評価の方法】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 評価基準】  

①指標 
評価基準は以下の 4 段階評価と し ます。  
評価 説  明 

ｓ  目標達成に向けて、 計画どおり 進んでいる も の。  

ａ  計画に対し て若干の遅れがみら れる が、 目標達成に向けて引き 続き 取り 組むも の。  

ｂ  目標達成に向けて、 事業の実施手法等の改善を要する も の。  

ｃ  目標達成に向けて、 抜本的な見直し を 要するも の。  

 
 

②具体的取組 
評価基準は以下の 5 段階評価と し ます。  
評価 説  明 

◎ 取組内容が順調に進み、 今後も 継続し て実施する も の。  

○ 取組内容が若干の遅れがある も のの、 継続し て目標に向けて取り 組みを 進めるも の。  

△ 取組内容に遅れが生じ 、 取組内容や取組方法を 検討すべきも の。  

× 取り 組みができ ないも の。（ 取り 組みを 中止する も の。）  

完了 取組内容が順調に進み、 完了し たも の。  

 
 
 
 
 
 

指標

強靭（ 確実な 給水の確保）

今後の方 向性

今後も 引き 続き 取り 組んでいき ます。

3 -② - - ◎

達成状況

3 -① - - ◎
水道施設整備基本計画に基づき 、 電気計装設備、 ポ
ン プ 設備の計画的な更新改良工事を 実施し ます。

地下漏水の早期発見によ り 、 水道水の安全・ 安定供

給と 道路陥没等の二次災害の未然防止に努めます。

電気計装設備、 ポンプ 設備の計画的な更新改良工事と 整備の実施し ま

す。

北山配水場の電気計装設備、 高度浄水施設のポン プ設備等の工事を 実

施し まし た。

市内全件の鉄道横断管や国道1 号横断管の漏水調査や水管橋調査を実
施し 、 不備箇所を 発見し た場合は速やかに修繕を 実施し ます。

鉄道横断管路漏水調査2 7 件、 国道1 号横断管路漏水調査4 0 件、 水管

橋調査3 0 1 件実施し 、 不備個所は修繕を実施し まし た。

具体的取組

前々年度 前年度取組内容
R 4  目標

R 4  実績

3 - (1) 浄水場・ 配水場等の設備機器の保
守点検実施率（ ％） 1 4 3 .1 - 1 4 3 .1 1 6 0 .5 10 0 .0 ｓ

保守点検の実施回数／目標回数×1 0 0
（ 職員によ る 点検含む）

取り 組み

の方向性

指標名
R 3 年度 末

（ 基 準）

前 々年度

実績 値

前 年度

実 績値

R 4 実績値

（ R 5 に 評価）

目標

（ R 1 0 ）
評価 説明

●水道施設・ 管路の老朽化等の原因に よ る 事故の防止や安全な 水の安定供給のた め、

水道施設等の点検・ 維持・ 修繕を 実施し ま す。

評価理由

配水場や設備の点検や計画的な更新、 漏水の早期発見

により 、 事故防止につながっ ています。 そのため、 評

価を「 Ｓ 」 と し まし た。

3 　 水道施設等の適切な 維持管理 施策評価 Ｓ

①指標 

③施策評価 

②具体的取組 

基本方向 
取り 組みの方向性 
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③施策評価 

Ｓ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ の 4 段階評価と し ます。  
 
（ 評価の流れ）  

担当部署による自己評価       事務局による施策評価 

 ②具体的取組 

◎ ○ △ × 

①
指
標 

ｓ  Ｓ  Ｓ  Ａ  Ａ  

ａ  Ｓ  Ａ  Ｂ  Ｂ  

ｂ  Ａ  Ｂ  Ｂ  Ｃ  

ｃ  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｃ  

 
※①指標や②具体的取組の項目が複数ある場合は、 評価を平均し て採用し ます。  

 
 
 
 
 
 

 

①指標 
②具体的取組 
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